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＜連絡事項＞
・医事より
現在、古川歯科の受診枠に空きがありますので、急ぎで治療を希望される方は医事スタッフまでご連絡下さい。
・ＡＥＤのパッド期限切れのため発注が届いたので交換しています。
＜週間予定＞

4/4（月）：森ひで様～船場Dr診察、
　　　　　長谷川　陽一様市民病院皮膚科再診の為外出
　　　　　菅野Dr診察
　　　　　三浦　綾子様スタッフ付き添いで銀行に外出

4/5（火）：定期採血・採尿：小田　タネ様、戸賀沢　潔様
4/6（水）定期リネン交換（シーツ、枕カバー、掛布団カバー）
4/7（木）定期採血・採尿　皮膚科診察
4/8（金）定期採血・採尿
＜患者様連絡事項＞
・長谷川　陽一様～叔父様と市民病院皮膚科再診。治療内容は、左手イボ等冷凍凝固法、今回組織診検査を提出。帰院後体温35.2℃。次回再診にて4/1810：00予約となっている。医事に入院証明書申請依頼、4/18　9：00～16：00迄外出申請をしています。
・松谷　さと子様～主治医より、明日の朝からロナセンテープ16枚処方となっている。ヒアルロン酸Ｎａ点眼液継続で4本処方となっています。
・会津　虜子様～主治医より継続で下剤ピコスルファートＮａ3本処方となっています。
・床屋：小田　タネ様、尾嵜　マサ子様

＜要注目患者様＞

・江刺家　惠子様～声高での声が聞かれ訪室すると、窓側に向かって「頭にくるわよ。うるさいわね」と叫んでいた。声掛けに 「頭にきたのよ。防水シーツを取り上げられたんですよ」と、昨夜足に巻き上げた状態にしたんですよね。と確認し危険防止に取ったとの事でしたが巻いた理由の問いに
「帰りたいと思って巻くとタクシーとか呼べると思って」と話されている。防水シーツを敷いて下さい。水も飲めないし、尿意あるのに我慢しているですよ」と、「どうして看護婦さんたち意地悪くするんですか。私は何も悪い事してませんからね」と自分の行動を肯定した発言が聞かれていた。「どうしてくれるの。ご飯も食べれない、水分も摂れないと声高で眼光鋭く訴えが聞かれていた。 担当スタッフと話し合って防水シーツ敷かない事にしたんですと説明 に「私聞いていませんそうなの。排尿したらすぐ呼びますから来てくださいね」
といった後呼ばれたら来る事を約束後は防水シーツに固着するが飲食や服薬問題なくできてます。
・森　ひで様～入浴後、舩場Ｄｒの診察時、ボーとして発語聞かれず、昼食後点眼・姿勢保持に関してのスタッフコール聞かれていたが、頻回でなく過ごせていたが夕方になってから徐々に待つ事ができなくなり、姿勢を整えて欲しいや寝かせて下さいを連呼し待つ事が出来ずスタッフコール頻回。都度、説明するも表面的な返答で理解不良、要求が通るまでコール繰り返しています。
<船場Ｄｒ診察＞

森　ひで様～診察のため訪室するが船場Ｄｒからの声掛けにもほとんど発語なく終了しています。臨時薬ミヤＢＭ顆粒3包、アスパラカリウム錠6錠明日より朝から継続で2週間処方となっています。
＜菅野Ｄｒ診察＞
長谷川　陽一様～叔父様と市民病院皮膚科再診。治療内容は、左手イボ等冷凍凝固法、今回組織診検査を提出。15：00帰院後体温35.2℃。次回再診にて4/1810：00予約となっている。医事に入院証明書申請依頼、4/18　9：00～16：00迄外出申請をしたことを報告。主治医と自己紹介した後、本人様から入院になったのは、ジュースを飲み過ぎて血糖値があがり精査の為入院したんですと話されています。
滝田　英人様～独語活発で夜間の睡眠も不安定さは持続され、昨年から息苦しさを訴え、内科の田中Ｄｒに診察後肺気腫の疑いと診断されてから内服薬は調整されていますと報告。診察で自己紹介されたあと、幻聴に左右された発言｛アメリカの人につきまとわれ困っている」や「井上が一緒に話している。審議は後で」と、言いまとまり無い状況で診察終了。内服薬を減薬したいが

今日の状況では少し検討していきますと伝えられています。
出河　攻様～診察時、本人より、名前を覚えたいから名前の記入を依頼している。腰痛がある事伝え、下剤センノシド4Ｔ→3Ｔにしたいと希望していた事を話され、佐々木泌尿器科受診を5月に頼んでいたが変らないですよと訊かれている。確認し主治医に報告する事にしています。
上村　みわ様～シルバーカーを押して歩行できている事や妄想発言を診察時に話す事を報告。主治医から腰から足にかけての痛みは続いているかに痛いですと答え、私腎臓病と糖尿病ですと話されていますが執拗に伝えておらず血圧の値は落ち着いていますねにはいと返事し終了しています。
中川原　義雄様～自己紹介後、診察に入る。本人から、腰痛がある為、フェルビナクスチック軟膏2本処方を希望されている。また、ヘルニアは段々と小さくなってきたとの事。退院に関しては、治す事を念頭に入れているから退院は焦っていないと話されている。本日フェルビナクスチック軟膏2本継続で処方となっています。
